
公益財団法人　大阪府文化財センター

５．財務状況 (単位：千円）　

令和５年度 令和６年度 令和７年度 前年度比増減 分析・評価
1,600,910 1,709,722 1,808,546 98,824

107,610 91,113 187,948 96,835
現金預金 67,799 53,332 129,679 76,347
未収金 35,740 37,278 57,875 20,597
その他流動資産 4,072 503 393 △ 110

1,493,300 1,618,610 1,620,599 1,989
基本財産 116,700 116,700 116,700 0
特定資産 1,155,205 1,283,401 1,294,041 10,640
その他固定資産 221,395 218,509 209,857 △ 8,652

649,031 616,016 637,267 21,251
331,742 88,257 105,215 16,958

短期借入金 0 0 0 0
未払金 49,079 28,753 7,104 △ 21,649
その他流動負債 282,662 59,504 98,111 38,607

317,290 527,760 532,052 4,292
長期借入金 0 0 0 0
各種引当金 317,290 305,639 309,931 4,292
その他固定負債 0 222,121 222,121 0

951,879 1,093,706 1,171,279 77,573
204,418 324,245 325,020 775
747,460 769,462 846,260 76,798

※単位未満は四捨五入を原則としたため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。
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（現金預金）
現金預金の増加については、次年度に拠点整
備に係る費用を支出するため、当期収支残を
特定資産化しなかったことによる増（76,798千
円）が主な要因である。

（未収金）
未収金の増加については、埋蔵文化財調査事
業における事業費未収による増（21,412千円）
が主な要因である。

（未払金）
未払金の減少については、日本民家集落博物
館事業における工事費未払の減（23,075千円）
が主な要因である。

（その他流動負債）
その他流動負債の増加については、埋蔵文化
財調査事業における前受金や未払消費税等
による増（34,569千円）が主な要因である。

流動資産

固定資産

負債合計
流動負債

固定負債

正味財産合計
指定正味財産
一般正味財産

別紙５


